
東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故によって放射性物質が拡散し、

大きな問題となっている。放射能による環境汚染は日本だけにとどまらず地球規模の問題で

ある。本講座では、放射能の説明に始まり、放射性物質を除くために行われている化学処理

技術や開発中の吸着材について講述するとともに、飯舘村や南相馬市において測定した結果

についても紹介した。  
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工学研究科 准教授 西岡 洋 

  ▼ 講座の概要 

 

 

 

 

 

 

 

  ▼ 講座内容 

 

平成２５年度兵庨県立大学 生涯学習講座 

《 元気な学問 》 

 

放射性物質を除く化学の力 
実施日:平成２５年８月１９日（月） 

時間：13：00～14：30 

 

以下の 3項目に分けて講述した。 

1. 原子力と放射能について 

原子力エネルギーと原子炉の構造について解説した。わずかな質量が大きなエネルギーに変換

されることを一円玉を例にとって説明した。原子炉には沸騰水型と加圧水型があることを解説し、

今回の事故についても解説した。    

2. さまざまな除染技術 

汚染水からのセシウム除去技術に関して、プルシアンブルー系吸着材やゼオライト系吸着材を用

いた技術及び凝集法による技術や浮上法、昇華法などによる技術も紹介した。 

3. 放射性セシウム吸着材の開発 

軽量気泡コンクリートの主成分として建材などにも使用されているケイ酸カルシウム水和物トバモ

ライトについて紹介し、これをセシウムイオン吸着材としてアレンジした経緯を説明した。併せてセ

シウムイオンが吸着材結晶のどの位置で捉えられているかについても解説した。本吸着材の応用

例や福島県南相馬市で測定したデータや吸着除去実験結果も紹介した。 


